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会 社 名 株 式 会 社  キ ャ ン ド ゥ

代 表 者 名 代表取締役社長 城 戸 博 司

 （コード番号：2698 東証第一部）

問い合わせ先 取締役管理部長 武 藤 真 朗

電 話 番 号 03-5944-4112 

 

中間期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 18 年 11 月期 中間期 （平成 17 年 12 月 1日～平成 18年 5月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしま

す。 

 

１. 当中間期（平成 17 年 12 月 1 日～平成 18 年 5 月 31 日）の業績予想の修正 

（単位：百万円）  

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） 34,600 1,635 518 

今 回 修 正 （ B ） 33,544 1,323 286 

増 減 （ B - A ） △1,056 △312 △232 

増 減 率 △3.1 ％ △19.1 ％ △44.8 ％ 

（ご参考）前中間期実績 33,421 1,498 585 

 

２． 修正の理由 

第 1四半期は大雪や一部商品の欠品により売上高が想定を下回ったものの、売上総利益率の改善が計画を上回

り、販管費も抑制されたことから経常利益、四半期純利益とも計画線上で推移しました。第 2 四半期に入り、計画を

上回る新規出店を進めましたが、欠品、天候不順、新商品開発の遅れ等の影響が重なり既存店売上高が一段と落

ち込み、出店費や減価償却費等の固定費負担が増加したため、当中間期の営業利益は予想を 210 百万円下回る

見込みであります。営業外では、ドル円相場が円高となったため輸入取引ヘッジ目的のデリバティブで評価損を計

上いたします。また、退店費用等の特別損失が想定を上回り、税引前中間純利益の減少により住民税均等割額等

の法人税等負担率が増加いたします。以上により、中間期業績予想を修正いたします。 

 

なお、通期の業績予想につきましては、7 月 13 日(木)の中間決算短信発表時に公表の予定であります。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以   上 


